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       第１章  手引きの目的 
 
本手引きは、本県の農業農村整備事業に携わる者を対象に、環境に係る調査・計画

策定と設計、施工、維持管理に当たり、その内容が環境との調和に適切に配慮される

よう、栃木県版として取りまとめたものである 

 
○ 改正土地改良法の施行（平成１４年４月１日）により、環境との調和への配慮が事業実施の原則とし

て位置づけられた。このことにより、土地改良事業はもとより、全ての農業農村整備事業は、事業の調

査段階から、環境との調和に配慮する必要がある。とちぎ水土里づくりプランにおいても、環境負荷の

軽減や自然環境の保全・回復等に向けた農業農村整備を推進することとしている。 
 
○ 農業農村整備事業で対象とする環境との調和へ配慮する範囲は、自然環境・生活環境・生産環境

およびそれら全てを取りまく自然景観のすべてである。この手引きでは、自然環境を中心に取り扱うこと

とし、対象とする自然環境は、適切な維持管理の上で成り立っている二次的自然を基調とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
○ 農業農村整備事業の構想から調査・計画策定、施工、維持管理に至る全ての段階において地域住

民との意向も踏まえた適切な事業執行と維持管理計画を確立することが重要である。 
 
ＰＯＩＮＴ 

農業農村整備事業は、農業生産性の向上・農業総生産の増大、農業構造の

改善に資することを目的としつつ、可能な限りにおいて環境との調和への

配慮を行うことが必要である。 
 
 

自然環境 

生産環境 

生活環境 

 

景  観 

 原生自然  

○ 人間が関与しないことによ

り保全される自然 

 
（範囲） 

 二次的自然  

人間が関与することにより

保全される自然 
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第２章  調査計画・設計の流れ 

 
環境との調和に配慮した事業計画・事業実施を円滑かつ効率的に実施するためには、

従来の手順に加えて新たな視点からのアプローチが必要である。 

       
 －２－ 



第３章  田園環境整備マスタープラン 

 

田園環境整備マスタープランは、市町村が策定する環境との調和への配慮に係る 

基本方針である。 

※ 環境配慮を行うにあたっては、田園環境整備マスタープランの作成を基本とする。た

だし、農村環境計画が作成されている場合は、マスタープランに代えることができる。 

 
○ 田園環境整備マスタープランでは、環境概況の把握や土地改良施設の環境への役割・評価・課題

等をまとめたものであり、地域住民および有識者の意向が集約されたものである。 

○ ゾーニング図の環境配慮区域と環境創造区域の区分については 

環境創造区域‥‥‥工事によって形として“ものを造る”区域。 

環境配慮区域‥‥‥移動・移植など形として残らない“行動をする”区域。 
 

      具体的事例 

環 境 創 造 区 域 環 境 配 慮 区 域 

・ 魚槽ブロック等により護岸する水路 

・ 土水路区間を設定する水路 

・ 木柵等により護岸する水路 

・ 不規則な断面（澱み）がある水路 

・ スロープを付けた水路・桝 

・ 緩やかな落差工等の用排水路施設 

・ 法面緑化を行う道路 

・ 小動物の移動経路を確保した道路 

・ 植樹を実施する区域 

・ 集落排水を実施する地区 

・ 法線を変更して現況道路・水路を残した

路線 

・ 工事前に、動物・植物を移動した区域 

・ 工事中の水流の確保をする水路 

・ 低騒音機種を使用する工事区域 

・ 平地林を残す区域 

・ 既存施設の土を移動・復元する路線 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ 

各市町村が策定している、田園環境整備マスタープランのゾーニング図に示さ

れている環境配慮区域・環境創造区域について、どのように環境に配慮すべき

かを的確に把握する必要がある。 
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  ※農村環境計画や田園環境整備ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝは「栃木県農業農村整備環境対策指針」に基づき作成 

されています。 

○ 田園環境整備マスタープランには以下の事項が記載されています。 
 

①地域内の環境評価に関すること。 
  
②環境保全の基本的方針に関すること。 
 
③地域の整備計画に関すること。 
 
④その他市町村長が必要と認めること。 

 

－４－ 

○田園環境整備マスタープラン対象地域 
農振農用地区域及び連続性を考慮して対象とすべき農振地域以外の地域 
          環境創造区域‥‥ 山間部との境界線、河川や水路沿

い、農村集落周辺等、事業を実施

する際に環境の創造を積極的に図る

区域。 
               環境配慮区域‥‥ 環境創造区域以外の区域 

                既存の緑（山間部・河川堤防） 

ゾーニング図 



第４章  環境配慮検討会 

環境との調和に配慮した事業を適切に展開するため、環境配慮に関する内容及び決

定過程についてより一層客観性・透明性を高いものとし、特に、地元住民の意見を十

分踏まえ、地区の創意・工夫を凝らした特色ある取組となるよう環境配慮検討会を地

区毎に設置する。 

 

○ 環境配慮検討会（以下検討会と記載）の設置は、 

基本的に、各地区毎に設置することとするが、地区の実情にあった単位(同一事務所毎、同一市町

毎等)での設置も可能とする。 

  

 

○ 検討会の開催時期については、「環境との調和に配慮した計画・実施・管理フロー図」を参考に、地

区の実情に応じ開催する。 

  (例)  

   開 催 時 期     意 見 交 換 内 容 

■概査実施後 

 

 

・環境配慮の基本方針について 

・調査結果について 

・対象生物の概定について 

・調査方針の検討について 

・環境保全目標の概定について 

■精査実施後 
・注目すべき生物について 

・生態系への影響の検討について 

■事業計画策定前 

 

 

・環境保全目標の設定について 

・保全生物の設定について 

・環境配慮対策の検討について 

・維持管理計画の策定について 

■事業着手後計画変更時 
・環境配慮対策の再検討 

・維持管理計画の再策定 
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 環境配慮検討会の模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 選定したアドバイザーを地区検討会の構成員に含めることもできる。 
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事業主体：農業振興事務所 

第５章  アドバイザースタッフ 

 

環境との調和に配慮した事業を実施するため、どのように調査・計画、実施、維持

管理していくのかを検討する際、環境に係る深い見識と幅広い専門的知識を有する

方々へ相談をすることにより、客観性・透明性の確保を図る。このため、アドバイザ

ーからの助言を必須とする。 

 
○ 環境配慮検討会は、栃木県環境配慮検討会アドバイザースタッフ名簿からアドバイザーを選定し、各

地区の調査・計画・設計・施工の各段階において、地区の実情に応じて助言を受ける。 
また、アドバイザーを環境配慮検討会の構成員に含めることもできる。 

 

 

         設置・開催 

 

  ○○地区環境配慮検討会                        選定 

                 助言 

 学識経験者、地域住民代表、土地 

改良区、農業関係者、市町村等 

           

報告                

 
 
                                    
 学識経験者とは・・・・・・・学問上の識見と豊かな生活経験がある人（ここでは、地区の自然環境

等に精通している人） 

アドバイザースタッフ・・・・環境に関する見識や専門的知識を有し次のいづれかを満たすものとす

る。 

① 小中高及び大学の先生 

② 博物館・水産試験場等の職員 

③ 環境に関する活動等を幅広く行っている人及び組織          
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第６章  ミティゲーション５原則 
 
 
環境との調和に配慮する対策を選定する場合には、ミティゲーション５原則により

実施することを原則とする。また、ミティゲーション５原則を適用するにあたっては、

農業生産性の向上等の事業目的確保への影響や費用、維持管理等の観点から、実施の

可能性を順次検討し、最も適当なものを選定する。 

なお、田園環境整備マスタープランにおいて、適用すべき原則が概ね決定できる。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミ

テ

ィ

ゲ

ー

シ

ョ

ン

の

５

原

則 

回避 
 
事業実施範囲か

らの除外 

最小化 
 
工種の選定制限

による工事 

修正 
 
環境の回復等を

目的とした工事 

軽減 
 
工事期間中の環

境配慮 

代償 
代替施設の工事 

・ 水路の一部を保全区間として工事除外をする。 
・ 湧水池や平地林などを保全する。（除外する） 
・ 生態系拠点を避けて道路線形の計画をする。 

・ 自然石等による護岸水路を実施する。 
・ 動物の移動経路を避けるよう路線計画をする。 
・ ３面張水路部を２面張水路として実施する。 

・ 魚が遡上できる落差工（魚道等）を設置する。 
・ 動物の移動経路を確保するため、暗渠等を設置する。 
・ 生物が水田と往き来できるようライニング水路を

土水路に改修する。 

・ 動植物を一時移植・移動する・ 
・ 水路底部や法面の土を一時保存、工事後復旧する。 
・ 生態系拠点接近部を工事するに当たり、低騒音機械

等を選択する。 

・ 生態系拠点を別な場所に確保（工事）する。 
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第７章  住民参加 
 

 
地域住民の意識の向上、合意の形成を図るうえで、アンケートの実施やワークショップの開催等

は有効な手段のひとつである。 

 

 構想・調査・計画・設計段階 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施 工 段 階 
 
 
 
 
 
 

維 持 管 理 段 階 
     

 
                  

 
 

ＰＯＩＮＴ 

 構想から調査・計画策定・設計、実施及び維持管理の各段階に応じ、地

域住民との合意形成を図り、合意の内容や維持管理等の役割分担を確認す

ることで、その熟度を高めていくことが重要である。 

維持管理段階における地域住民参加 
 ・事後モニタリングの実施（環境学習を兼ねたモニタリング） 

 

－９－ 

地域住民参加による計画づくり 
【構想段階】 
・アンケートの実施 
・シンポジウム、セミナー、研修会の開催 
【調査・計画・設計段階】 
・ワークショップの開催 
・観察会・勉強会の実施（生き物調査） 

実施段階における地域住民参加 
   ・観察会の実施（工事中の動植物の移動・移植） 
・直営施工やグラウンドワークを活用 



 

【住民参加型の取組事例】 
 ＜穴川西部地区＞ 

 

＜西鬼怒川地区＞         

 

  
 
【住民参加型の発展】  
＜西鬼怒川地区＞  

県営事業での生態系配慮の取組を契機として、維持管理活動を主とした任意団体から 

ＮＰＯ法人組織に発展 → 整備された施設を利用した様々な取組（田んぼの学校や 

自然環境フォーラムの開催など）を実施し、グラウンドワーク活動の中心として活躍 

 

 
 

 
<参考図書> 「環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画設計の手引き」第 3編 P27,28 

定期的などじょう水路

の維持管理活動 

子供たち主導による 

工事中の植物移植 

地域住民主導による 

メダカ水路の施工 
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第８章  調査 

生物の生息・生育状況や環境基盤の情報等を収集し、注目すべき生物のネ

ットワークを明確化するとともに、事業による生態系への影響を予測する。 

 

【概査】 

①文献調査等 
 

  国（環境省）や県のレッドデータブック、市町村誌（史）、河川水辺の国勢調査及び、田んぼ

の生き物調査結果等の活用 
  
②各種計画 
 
  県関係・・・・・栃木県環境基本条例（環境基本計画） 

市町村関係・・・田園環境整備マスタープラン、農村環境計画 
 
③地元住民の意向調査 
   
  ・アンケートの実施 
  ・聞き取り 
 
 
【環境保全目標の概定】 

①地域環境の概況と課題                 
②環境保全目標の検討                    わかりやすい目標 
③概定された環境保全目標                  有識者の指導・助言を踏まえた目標 
  地域が目指す将来の地域環境の姿              地域のメリットを引き出す工夫 
  地域環境の実現に向けた基本的な考え方 
 
 
【調査方針作成】 
①検討内容   ・調査目的 

・調査項目 
・調査範囲及び地点 
・調査方法 
・調査時期及び回数 

ここがポイント
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【精査】 
①精査結果の分析と取りまとめ 
・ネットワークの把握 
・事業による生態系への影響の予測 
・取りまとめ 

②留意事項 
・様々な視点からの予測   例えば、 
         
 
・影響の要因の具体化    例えば、フナ類の生息環境が縮小、消失する場合 
   
 
 
 
 
 
 

 

ＰＯＩＮＴ 

 精査のとりまとめでは、調査方針に基づいた調査を実施しているか、有

識者の指導・助言があるのか、地域の生態系の特性が明確になっているか

が重要である。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
<参考図書> 「環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画設計の手引き」第 3編 P40～55 
       「農業農村整備事業における生態系配慮の技術指針」P18～34 
 

水田と水路との落差 

非かんがい期の水枯れ 

降雨時の流速の急激な増加 

流速の緩やかな空間の縮小 

産卵場の消失 

水路の単調化による越冬場所の喪失 
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第９章  計画 

農業生産性の向上と農村環境の保全・形成を両立させるため、環境保全目

標や環境配慮対策、維持管理計画等をとりまとめ、事業地区における環境

との調和に配慮した計画を作成する。 

 
【環境保全目標の設定】 

 地域が目指す将来の地域環境の姿及びその実現に向けた基本的な考え方を設定 

 
 
【保全対象生物の設定】 

 地域の生態系の代表となる生物を設定 

 
 
【環境配慮対策の検討】 

 ①エリアの設定 

 ②環境配慮対策の検討               ミティゲーション 5原則の適用 
 
 
【環境配慮に係る維持管理計画】 

 ①維持管理項目、内容 

 ②管理主体     の検討 

            
 
【環境配慮計画（指針）の作成】 

①記載必要項目（手引きより） 

  ・調査計画段階の環境配慮対策検討基礎資料 

・環境保全目標 

・保全対象生物 

・環境配慮対策等の検討過程における検討資料 

・有識者の指導・助言等 

・関係者との合意形成内容、過程、思想等 

 ②具体的な環境配慮計画（指針）の構成例（指針より） 

  a)地域環境の概況 

   ・地域の現状 

   ・地域環境の課題 

ここがポイント
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  b)環境保全目標 

  c)環境との調和への配慮の方策  

   ・エリア(環境保全区域) 

・環境配慮対策 

・維持管理計画 

 ・実施上の留意点 

  d)環境保全の推進体制 

 
 
 

ＰＯＩＮＴ 

 維持管理計画の検討にあたっては、地域住民等への参加理解を深め、将

来にわたる維持管理の実現性を十分考慮することが重要である。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<参考図書> 「環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画設計の手引き」第 3編 P56～78 
       「農業農村整備事業における生態系配慮の技術指針」P35～53 
 
 －14－ 
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第 11章  施工 

環境に配慮した施工にあたっては、「施工時期の工夫」「生態系に配慮した

段階的な施工」「環境配慮対策の施工関係者への徹底」「農家を含む地域住

民等による施工」等について留意する必要がある。 

 
【施工時における環境配慮】 

①施工時期の配慮 

 生物の重要な繁殖・生育時期と重ならないよう配慮 

②段階的な施工による配慮 

生物の避難場所を残す、影響を緩和するための工区割を設定するなどの配慮 

③生物の移動・移植 

 工事実施前の生物の移植・移動 

④施工時における配慮 

 遮光・遮音対策や沈砂池等の影響軽減対策 

 
 

 
【施工指針等の作成】 

①施工指針等の策定と施工管理の徹底 

施工時における環境配慮事項を施工指針等としてとりまとめ、施工業者に環境配慮に対する考

え方を徹底 

  （主な環境配慮事項） 

・動植物の生息・生育環境への配慮 

・周辺環境に対する配慮 

・水質保全に対する配慮 

  ・現地発生土の利用 

 ②個別票等による環境配慮対策の確認 

  個別施設ごとに個別票等を作成 

 
<参考図書> 「環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画設計の手引き」第 3編 P103～106 
       「農業農村整備事業における生態系配慮の技術指針」P91～94 

 
 

 



 第 12章  維持管理、モニタリング 

整備された施設が多様な生物の生息・生育の場として機能していくために

は、営農の継続とこれを支える維持管理が不可欠であり、農家を含む地域

住民等関係機関等の連携による維持管理を持続的に行うことが重要である。

また、モニタリングは、維持管理や環境学習の一環として行い、定期的・

継続的に実施することが望ましい。 

 
《維持管理編》 

【維持管理による効果】 

  ①農業生産性の確保（従来の維持管理）             生物・生態系の保全 

②ネットワークの保全を考慮した維持管理            地域の活性化、経済効果 

③営農活動における環境への配慮                環境保全型農業への意識 

 

【営農面との調和】 

環境保全型農業への発展 

(取組事例) 

①魚のゆりかご水田米(滋賀県) 

②冬期湛水水田(宮城県) 

 

【地域住民との協力】 

多様な主体が参画する維持管理 

(取組事例) 

・西鬼怒川地区 

   「西鬼怒の川に親しむ会」・・・農家、非農家、周辺住民、企業等様々な主体が参画するグラ

ウンドワーク活動を展開 

現在、ＮＰＯ法人「グラウンドワーク西鬼怒」として、田ん

ぼの学校を開催するなど、環境教育の視点を取り入れ、学校

関係者や環境専門家などと連携 

 

 ＰＯＩＮＴ 
       環境との調和に配慮した施設の維持管理は、土地改良区等を中心に行政、学校、

各種団体など多様な主体が役割分担を行うことが重要である。 
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《モニタリング編》 

【モニタリングの基本的考え】 

(主なポイント)  

  ①工事前後の比較が大変重要 

  ②整備後は、継続して実施することが必要 

  ③調査結果の活用が重要 

 ④保全対象生物の生活史を十分考慮して実施 

  
【モニタリングの流れ】 

                  ＜環境配慮対策実施前の調査＞ 

                    対策の評価を行うことを念頭に調査を実施 

 

 

                   ＜実施前調査結果を踏まえモニタリング計画作成＞ 

                    モニタリング計画に従い、継続的に必要な調査を実施 

 

                      

                   ＜環境配慮対策実施中の調査＞ 

                    モニタリングにより、対策が十分かどうかの確認 

 

 

                   ＜環境配慮対策実施後の調査＞ 

                    対策の評価と継続的な取りまとめ(施設の修正の可否) 

 

 

<参考図書> 「環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画設計の手引き」第 3編 P107～110 
       「農業農村整備事業における生態系配慮の技術指針」P95～104 
 
 
 

 
 

 
  
 
 
 
 

－19－ 

調 査 時 

計画・設計時

施 工 時 

施 工 後 



5

20















                                      





【生物のネットワークの実施例】 

                  
   (水路における生物のネットワーク) その１ 

    役割：移動経路の確保 

    目的：小さな段差による「落差の解消」 

       勾配の緩和による｢流速の低減｣ 

    概要：斜面に粗石を配置し、流れを減勢する 

       ことにより、多様な流れを創出 

 

   
      （県営農村自然環境整備 西鬼怒川） 

 

 
    (水路における生物のネットワーク) その 2 

   役割：生息・生育環境の確保 

   目的： 構造物の設置等による「多様な流速、 水 

      深の創出」 

      空隙の創造による「隠れ場等の設置」 

       産卵等、生息・生育環境となるような「多 

       様な底質や植生の確保」 

    概要：木材の井桁構造により魚類等の生息空 

            間を確保 流れに変化を持たせ、よど 

            みを形成 法面の安定効果あり 

 (県営農村自然環境整備 西鬼怒川) 

 

        

    (水路と水田における生物のネットワーク)  

役割：水の連続性の確保、落差の解消 

目的：小さな段差による「落差の解消」 

   勾配の緩和による｢流速の低減｣ 

概要：隔壁上部が横断方向に傾斜し、隔壁を 

   交互に千鳥Ｘ型に配置させることによ 

り、多様な流れを創出 

隔壁の形状・配置により、様々なタイ 

プあり 

    （県営農村自然環境整備 西鬼怒川） 

                              

－29－ 



                  
   (水田、水路等と樹林地における生物のネット 

   ワーク)  

    役割：移動経路の確保 

    目的：横断を阻害する障害の解消 

    概要：両生類の生物の移動経路を確保するた 

      め、水路上部に蓋を設置 

 

 

      （県営農村自然環境整備 西鬼怒川） 

 

 
                           (ため池周辺における生物のネットワーク) 

  役割：移動経路及び生息環境の確保 

  目的：生息・生育環境となるような「多様な 

     水深の確保」 

       産卵等、生息・生育環境となるような 

          「多様な植生の確保」 

     隠れ場となるような「空隙の確保」 

   概要：夏場の豊富な地下水を利用し、ホトケ 

     ドジョウの産卵場となるため池を確保  

     し、豊富な魚類の生息地である小河川 

     と魚道を介してネットワークを形成 

                          （県営農村自然環境整備 西鬼怒川） 

 
                            (水路における生物のネットワーク) 

役割：移動経路の確保 

  目的：保全対象種であるホトケドジョウが遡 

     上できる落差工の解消 

  概要：ポリ管を利用することで、水の少ない 

     時期にも水を確保するとともに、ポリ 

     管の波状起伏により遡上を可能にして 

いる。また、斜面に粗石を配置し、多 

様な流れを創出することにより、水の 

多い時期には、全面的な遡上が可能と 

なる。 

               （県営経営体育成 荒川南部）     
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(水路における生物のネットワーク) 

役割：生物の移動経路の確保 

   目的：小さな段差による落差の解消 

    概要：粗石を配置し、多様な流れを生みだ 

し、よどみを形成  

 

 

 

 

 

 

 
                        （県営経営体育成 江川・五千石地区） 

 
(水路における生物のネットワーク) 

役割：生物の休憩場所の確保 

  目的：隠れ家創出による生物の確保 

   概要：Ｕ字溝を逆さに配置し、生物の隠れ 

     家を創出 

 

 

 

 

 

 
（県営経営体育成 江川・五千石地区） 

 
(水路における生物のネットワーク) 

役割：生物の休憩場所の確保 

   目的：生物の隠れ家の確保 

    概要：魚巣ブロックを両岸に配置 

 

 

 
 （県営経営体育成 江川・五千石地区） 
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